
４　過去１０年間の歳出決算推移

　人件費及び物件費は、平成１８年度から集計方法を変更したため、前年度までと比較し数値が大き
く異なっています。職員給与費等が大きく減少し、物件費が増加しています。
　１７年度までと同じ方法で比較した場合、職員給与等では退職者不補充や新規採用の抑制による
職員数の減少、手当の見直しなどにより約４億７千万円減少し、物件費は約１億円減少となっていま
す。

　普通建設事業はその年に行う工事によって大きな増減幅があります。12年度が突出しているのは、
芝園新清掃工場建設事業があったためです。

　扶助費は12年度に介護保険制度が開始されたことにより大幅減となりましたが、その後、生活保護
費の急増、児童手当の制度改正（受給者の対象所得制限拡大、対象者拡大）により上昇していま
す。
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その他の支出 2,563,342 2,519,284 2,941,247 3,889,369 2,388,411 2,046,921 2,336,945 1,721,290 1,947,539 2,017,189 2,016,083 

普通建設事業費 7,566,241 7,906,109 6,070,193 9,070,489 12,974,343 8,804,938 7,509,291 4,959,125 5,087,897 4,046,026 4,049,044 

繰出金 3,529,379 3,330,162 3,971,432 4,163,982 4,626,968 5,194,725 5,366,817 5,045,170 5,172,315 4,902,476 5,163,646 

物件費 6,501,614 6,773,174 6,936,376 7,119,107 7,593,329 7,692,092 7,476,771 7,718,414 7,488,896 7,487,238 8,487,294 

公債費 3,834,345 3,904,798 4,434,013 4,146,572 4,125,184 4,356,933 4,177,273 3,858,242 4,019,909 4,254,663 4,474,582 

扶助費 2,575,582 2,604,021 2,737,015 2,918,218 2,152,032 2,450,387 2,766,213 3,459,233 3,724,444 3,795,712 4,083,673 

人件費（退職手当） 595,772 929,260 681,013 960,866 1,146,578 1,300,399 1,346,842 1,549,105 1,232,647 1,628,033 1,390,832 

　  〃  （職員給与等） 13,456,637 13,959,158 14,070,783 13,874,333 13,686,938 13,688,398 13,197,084 12,902,569 12,787,779 12,545,149 10,972,643 

計 40,622,912 41,925,966 41,842,072 46,142,936 48,693,783 45,534,793 44,177,236 41,213,148 41,461,426 40,676,486 40,637,797 
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